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１つとして子どもの動きを養育者が模倣する、 逆模倣(being imitated)のやりとり(Pawlby、 













まず 1-1 では、 ケースの縦断データによる質的分析として 2 歳 3 ヵ月の自閉症スペクトラムの
男児とその養育者の日常の遊び場面をビデオ記録し分析を試みた。また 1-2 では、 2 歳 3 ヵ月～
3 歳 4 ヵ月の自閉症スペクトラム児(男児 8 名、 女児 7 名)とその養育者の 15 組を対象にビデオ
記録と養育者の記述を検討した。また研究Ⅱでは、 模倣が自己と他者の相互交渉過程に生じると
いう基礎データを得るため、 健常児とその養育者を対象に相互交渉そのものをとらえる分析の検
証を試みた(2-1、2-2、2-3)。まず 2-1 では縦断データによる量的分析として生後 14 日齢児(男児
7 名、 女児 8 名)とその養育者 15 組を対象に、14 日齢～12 ヵ月をビデオ記録し、検討した。2-2
では、 生後 6 ヵ月児とその養育者、 生後 9 ヵ月児とその養育者にマイクロジェネティック・ア
プローチを適用し、 影響過程そのものを描写することでとらえ、 プロトコル化をもとに両者の













た。   
研究Ⅱでは、 研究Ⅰの結果を受けて基礎データを収集した。その結果、 3 ヵ月頃の「見る-見
られる」が養育者と子ども間で「主体-媒体-他者」という三項関係が明確な過程として機能し
(Wertsch，1985/ 2003)、 生後 6 ヵ月頃において、 自己とズレた逆模倣に興味を示す「見る」の












る過程、 の 3 つの過程が示唆された。 
研究Ⅲでは、 研究Ⅱで得られた模倣の発達に影響をおよぼす 3つの発達プロセスについて、 健
常児と養育者、 自閉症スペクトラム児と養育者を比較検討した結果、 健常児と養育者のペアで






































 しかしながら、 健常児と養育者のペアでは、 相互交渉が進む過程で、 自己とは異なる養育
者の「ズレ」に対して興味を抱く過程が見られたが、自閉症スペクトラム児と養育者のペアでは、 
「ズレ」の動きには関心が見られなかった。Vygotsky は、 子どもの文化的発達において障害児
が健常児とは同じプロセスを辿るとしながらも、 その一方で、 文化的発達の回り道も指摘し、 独
自の発達を辿ると述べており、筆者はその説に従う形で、障害児の模倣能力の発達について、基
















 その上、本研究では、 養育者の逆模倣が調整され、 自己とは異なる動きを取り入れること
で、 子どもは養育者の行為の意図や意味の理解が獲得されていないにもかかわらず、 先に身体













 Tomasello が指摘するように、生後 9 ヵ月前後において、他者の行為の背景にある意図を理解
し、模倣して取り込むことが出来るようになり、人間的な真の模倣として文化獲得に大きな貢献
を始める（9 ヵ月革命）と考えられているが、そこまでの発達過程については十分な実証的研究
は少なかった。本研究では、実践的な相互交渉過程においては、子どもは他者の意図や目的を理
解する前に、身体が先に動き、他者と「同じような動き」を再現することが推察された。また養
育者は、子どもの動きを選択的に逆模倣し、同一化を反復的に再現する過程の中で、養育者が文
化の体現者として文化的意味を与え、子どもも選択的に養育者の逆模倣の取り込みといった、 模
倣の発達において習得や専有していくシステムを示唆した点で、 子どもは他者の意図や目的を理
解獲得してから模倣を行うのではなく、行為の意図や目的の理解が得られていなくても、 個体内
発達では不可能な養育者(他者)との共同行為の中で、実践的な相互交渉を経験し、養育者の動き
の習得と専有の過程を経て、意図的模倣を獲得していく可能性を想定することができた。  
以上のことからも模倣が発達する過程では、発達早期において、子どもの動きをとらえた主導
的な養育者の関わりによって、子どもは動きの理解より、 先に身体の模倣へと動機づけられてい
く相互交渉のシステムが形成されていることが考えられる。その過程での模倣の発達は、 共同行
為による新しい意味構築の過程であり、とりわけ子ども自身が能動的に行動や知識を獲得するこ
とである。したがって、意味や目的の理解を獲得する以前の模倣は、共同行為をする経験と過程
の中で、大人の示す手がかりにより、文化を学習するという傾向性が高められていくと考えられ
る。そして、 養育者の選択した「逆模倣」という道具や手がかりは、 文化的な知識として端的
に示されており、 この道具や手がかりを土台に意味体系のあるものを取り入れている。この過程
は、それぞれの文脈に応じた独自の発達の方略と獲得があると考えられる。この点は Cole，M.
を代表とする発達の文化的文脈説の立場、すなわち、子どもの発達は、 個々人の育つ文化におい
て意味のあるものを取り入れて 自分自身の意味空間を構築していくといった立場と同じ視点で
あり、障害児を含む、それぞれの子どもの多様な発達を示唆するものである。 
これまでの模倣の発達研究では、 他者の意図や目的の理解による模倣として理解先行であった
が、 縦断的に養育者と子どもの相互交渉過程を検討した上で、独自の文脈との関係で子どもと養
育者の共同的な作業として模倣が生起する結果を示し得たことは意義があると考えられる。 
 
 以上のように、本研究において、伝統的な個体主義的な模倣の発達研究に対して社会文化的視
点で見直すことを提案したことは、単に、発達理論上の問題だけでなく、実践上、特に自閉症ス
ぺクトラム児といった障害児への支援という観点から意義あるものと考えられた。論文構成上か
らも、実践現場でのケース観察からの仮説提起、健常児の典型発達状況の観察に基づく仮説検証、
健常児と障害児のケース比較観察に基づく実践レベルでの検証という手続きをとり、最終的に、
今後の課題につなげるプロセス・モデルの提起を行なっている、という点で、手堅い手法をとっ
ていることが認められた。審査委員会では、上記の点を認めつつも、自閉症スぺクトラム児の本
質を捉えているとは言えないのではないか、彼らの支援を打ち出しているが、具体的な支援法に
までは至っていない、といった意見も出されたが、最終的には、今後の課題につなげていくもの
として、課程博士論文としては十分な要件を満たしていることが確認された。 
 
以上により、審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
